
王
弼
『
論
語
釈
疑
』
に
つ
い
て

仲
畑
　
信

は

じ
め
に

　
魏
晋

玄
学
の
創
始
者
と
も
い
う
べ
き
王
弼
の
著
述
と
し
て
は
、
『
周
易
注
』
『
周
易
略
例
』
『
老
子
注
』
『
老
子
指
略
』
『
論
語
釈

疑
』
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
『
周
易
注
』
と
『
老
子
注
』
と
は
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
、
『
周
易
』
『
老
子
』
を
読
む
上
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
注
釈
書
で
あ
る
。
ま
た
、
『
周
易
略
例
』
『
老
子
指
略
』
は
、
こ
れ
を
補
足
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
一
方
、
『
論

語
釈

疑
』
は
と
い
う
と
、
『
周
易
』
『
老
子
』
に
関
す
る
著
述
ほ
ど
に
は
重
視
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
現
在
で
は
、
輯
本
の
形
で
し
か
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
王
弼
の
伝
記
を
見
て
も
、
「
易
及
び
老
子
に
注
す
」
（
『
三
国
志
』
巻
二
十
八
）
、
「
老
子
に
注
し
、
こ
れ
が
指

略

を
為
る
に
、
致
り
て
理
統
有
り
。
道
略
論
を
著
は
し
、
易
に
注
す
る
に
、
往
往
に
高
麗
の
言
有
り
」
（
同
注
引
く
何
肋
「
王
弼

伝
」
）
な
ど
と
あ
る
の
み
で
、
『
論
語
釈
疑
』
に
は
一
切
言
及
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
『
三
国
志
』
巻
十
注
引
く
「
筍
氏
家
伝
」
に
は
、

「
〔萄

融
〕
、
〔
王
〕
弼
・
〔
鍾
〕
会
と
、
易
・
老
の
義
を
論
じ
、
世
に
伝
は
る
」
と
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
王
弼
の
学
問
は
『
周

易
』
『
老
子
』
を
中
心
と
す
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
『
論
語
釈
疑
』
は
、
そ
れ
ほ
ど
の
注
目
は
さ
れ
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、
王
弼
の
学
問
の
全
体
像
を
考
え
る
時
、
そ
の
『
論
語
釈
疑
』
を
無
視
し
て
よ
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
王
弼
の
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学

問
が
『
周
易
』
『
老
子
』
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
否
定
し
な
い
が
、
『
論
語
釈
疑
』
を
顧
み
る
こ
と
な
く
し
て
、
王
弼

の

学

問
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
王
弼
が
『
論
語
』
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
か
を
検
討
す
る
こ

と
は
、
王
弼
と
並
び
称
さ
れ
る
何
曇
の
『
論
語
集
解
』
を
始
め
と
す
る
当
時
の
『
論
語
』
解
釈
学
を
考
え
る
上
で
も
、
充
分
に
意
味

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

『
論
語
釈
疑
』
を
引
用
す
る
の
は
、
皇
侃
『
論
語
集
解
義
疏
』
（
皇
疏
）
が
最
も
多
く
、
三
十
五
章
の
王
弼
注
を
引
用
し
て
い
る
。

次
い

で
、
那
禺
『
論
語
注
疏
』
（
刑
疏
）
が
六
章
の
、
陸
徳
明
『
経
典
釈
文
』
（
釈
文
）
が
三
章
の
王
弼
注
を
引
い
て
い
る
。
重
複
す

る
も
の
が
あ
り
、
合
わ
せ
て
三
十
七
章
の
王
弼
『
論
語
釈
疑
』
の
文
章
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
輯
本
と
し
て
は
、
ま
ず

『
玉

函

山
房
輯
侠
書
』
が
あ
る
が
、
文
字
の
誤
り
な
ど
が
多
い
。
棲
宇
烈
『
王
弼
集
校
釈
』
の
輯
侠
は
、
『
玉
函
山
房
』
よ
り
す
ぐ
れ

る
も
の
の
、
釈
文
の
引
く
王
弼
注
を
輯
侠
し
て
い
な
い
な
ど
、
完
壁
で
は
な
い
。
侠
文
の
内
容
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
侠
文

を
確
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
が
、
枚
数
の
制
限
が
あ
り
、
全
て
の
侠
文
を
掲
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
王
弼
注
が
残
っ

て
い

る
章
の
冒
頭
部
分
と
、
王
弼
注
を
引
用
す
る
書
名
（
注
が
二
つ
以
上
に
別
れ
て
い
る
と
き
は
「
×
2
」
な
ど
と
記
す
）
の
み
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
2
）

と
り
あ
え
ず
列
挙
し
て
お
く
。
な
お
、
便
宜
上
、
通
し
番
号
を
付
け
て
お
く
。

　
　
①
学
而

「
有
子

日
其
為
人
也
孝
悌
」
（
皇
疏
）

　
　
②
為
政

「
子

日
吾
十
有
五
而
志
於
学
」
（
皇
疏
×
2
）

　
　
③

「
子
夏
問
孝
」
（
皇
疏
）

　
　
④
八
伯
「
林
放
問
礼
之
本
」
（
皇
疏
）
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⑤
里
仁
「
子
日
参
乎
吾
道
一
以
貫
之
哉
」
（
皇
疏
×
2
）

⑥
公
冶
長
「
子
謂
子
貢
日
汝
与
回
也
執
愈
」
（
皇
疏
）

⑦
雍
也
「
子
見
南
子
」
（
皇
疏
×
2
・
釈
文
）

⑧
述
而

「
子
日
述
而
不
作
」
（
那
疏
）

⑨

「
子
日
志
於
道
」
（
那
疏
）

⑩
　
　
　
「
子
日
加
我
数
年
」
（
皇
疏
）

⑪

「
子

日
聖
人
吾
不
得
而
見
之
央
」
（
皇
疏
）

⑫

「
子
温
而
属
」
（
皇
疏
）

⑬
泰
伯
「
子
日
興
於
詩
」
（
皇
疏
）

⑭

「
子

日
如
有
周
公
之
才
之
美
」
（
皇
疏
）

⑮

「
子
日
狂
而
不
直
」
（
皇
疏
）

⑯

「
子

日
魏
魏
乎
舜
禺
之
有
天
下
也
」
（
皇
疏
）

⑰

「
子
日
大
哉
尭
之
為
君
也
」
（
皇
疏
）

⑱
子
窄
「
達
巷
党
人
日
大
哉
孔
子
」
（
皇
疏
）

⑲

「
子
貢

日
有
美
玉
於
斯
」
（
皇
疏
）

⑳

「
子

日
可
与
共
学
未
可
与
適
道
」
（
皇
疏
）

⑳
郷
党
「
厩
焚
」
（
皇
疏
・
釈
文
）
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⑳
先
進
「
徳
行
顔
淵
関
子
篶
再
伯
牛
仲
弓
」
（
皇
疏
×
2
）

⑳

「
顔
淵
死
門
人
欲
厚
葬
之
」
（
皇
疏
）

⑳
　
　
　
「
柴
也
愚
」
（
皇
疏
×
6
・
刑
疏
）

⑳
「
子
路
曾
哲
再
有
公
西
華
侍
坐
」
（
皇
疏
）

⑳
顔
淵
「
司
馬
牛
問
仁
」
（
皇
疏
）

⑰
憲
問
「
子
日
君
子
而
不
仁
者
有
奏
夫
」
（
皇
疏
）

⑳
　
　
「
子
貢
日
管
仲
非
仁
者
与
」
（
皇
疏
）

⑳

「
子
日
其
言
之
不
作
」
（
皇
疏
）

⑳
「
子
日
賢
者
避
世
」
（
皇
疏
・
那
疏
）

⑪
衛
霊
公
「
子
日
民
之
於
仁
也
」
（
皇
疏
・
邪
疏
）

⑳
陽
貨
「
公
山
不
擾
以
費
畔
」
（
皇
疏
）

⑬
　
　
　
「
牌
腸
召
子
欲
往
」
（
皇
疏
）

⑭
　
　
　
「
子
日
由
汝
聞
六
言
六
蔽
奏
乎
」
（
皇
疏
）

⑮
　
　
　
「
子
日
礼
云
礼
云
玉
吊
云
乎
哉
」
（
皇
疏
）

⑯
　
　
　
「
子
日
予
欲
無
言
」
（
皇
疏
）

⑰
微
子
「
逸
民
伯
夷
叔
斉
」
（
皇
疏
・
釈
文
・
那
疏
）
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一

　

『
論
語

釈
疑
』
に
関
す
る
論
考
と
し
て
は
、
狩
野
直
喜
『
魏
晋
学
術
考
』
十
、
経
学
と
老
荘
思
想
（
三
）
王
弼
論
語
注
（
筑
摩
書

房
、
一
九
六
八
）
、
大
形
徹
「
王
弼
の
『
論
語
釈
疑
』
ー
『
老
子
』
の
思
想
で
解
釈
し
た
『
論
語
』
ー
」
（
大
阪
府
立
大
学
『
人
文
学

論

集
』
四
、
一
九
八
六
）
、
福
田
忍
「
王
弼
『
論
語
釈
疑
』
ー
玄
学
的
思
惟
ー
」
（
『
論
語
の
思
想
史
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
四
）
な

ど
が
あ
る
。
ま
た
、
武
田
秀
夫
「
『
論
語
』
の
老
荘
的
解
釈
」
（
『
論
語
の
世
界
』
新
人
物
往
来
社
、
　
一
九
八
五
）
、
謡
口
明
「
王
弼
の

「
無
」
及
び
「
道
」
の
論
理
」
（
『
中
村
璋
八
博
士
古
稀
記
念
東
洋
学
論
集
』
汲
古
書
院
、
｝
九
九
六
）
な
ど
も
『
論
語
釈
疑
』
に
言

　
　
　
　
（
3
）

及

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
論
考
は
、
そ
の
論
題
も
示
す
よ
う
に
、
『
論
語
釈
疑
』
は
老
荘
思
想
に
よ
り
『
論
語
』
を
解
釈
し
た
も
の

で

あ
る
と
い
う
、
ほ
ぼ
一
致
し
た
評
価
を
下
し
て
い
る
。
ま
た
、
王
弼
が
斐
徽
に
「
聖
人
孔
子
は
無
を
体
得
し
て
い
る
」
と
答
え
た

　
（
4
）

こ
と
か
ら
、
『
論
語
釈
疑
』
は
「
『
老
子
』
の
思
想
体
系
の
中
に
『
論
語
』
を
組
み
入
れ
よ
う
と
し
」
た
も
の
で
あ
る
（
大
形
）
と
か
、

「
無
の

世
界
と
有
の
世
界
と
に
完
壁
に
通
暁
し
た
聖
人
孔
子
」
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
（
武
田
）
と
さ
れ
る
。

　
そ

こ
で
ま
ず
、
こ
の
一
般
的
な
評
価
に
従
い
、
老
荘
思
想
に
よ
る
『
論
語
』
解
釈
が
、
ど
の
程
度
、
そ
し
て
、
ど
の
よ
う
に
『
論

語
釈
疑
』
に
見
ら
れ
る
か
を
検
討
す
る
。

一 103一

老
荘
思
想

に
よ
る
『
論
語
』
解
釈
と
し
て
、
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
⑨
で
あ
る
。
⑨
の
王
弼
注
は
、
孔
子
の
言
葉
「
道

に
志
す
」
を
、

　
　
道

な
る
者
は
、
無
の
称
な
り
。
通
ぜ
ざ
る
は
な
き
な
り
、
由
ら
ざ
る
は
な
き
な
り
。
こ
れ
を
況
へ
て
道
と
日
ふ
。
寂
然
と
し
て



　
　
体
な

く
、
象
を
為
す
べ
か
ら
ず
。
是
の
道
は
体
す
べ
か
ら
ず
、
故
に
但
だ
志
慕
す
る
の
み
。

と
解
釈
す
る
。
こ
の
注
は
、
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
『
老
子
』
の
説
く
「
道
」
に
よ
り
、
孔
子
の
言
う
「
道
」
を
解
釈
す
る

も
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
『
論
語
』
の
老
荘
的
な
解
釈
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
⑨
の
よ
う
に
、
注
釈
全
体
が
『
老
子
』
の
思
想
を
基
と
す
る
も
の
と
し
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
物
事
に
は
帰
一
す
る
と
こ
ろ
が
あ

る
（
七
十
章
に
依
拠
）
と
す
る
⑤
や
、
「
本
末
」
「
不
言
」
（
五
十
二
章
・
二
章
な
ど
に
依
拠
）
を
論
じ
る
⑯
が
あ
る
。
な
お
、
「
本

末
」
と
い
う
表
現
は
④
に
も
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
⑤
と
⑯
は
、
専
ら
『
老
子
』
に
依
拠
す
る
の
み
で
は
な
い
。
⑤
で
は
、
最

後
に
『
論
語
』
衛
霊
公
篇
の
言
葉
を
引
用
す
る
。
⑯
も
、
全
体
と
し
て
は
『
老
子
』
に
依
拠
す
る
が
、

　
　
本

を
挙
げ
て
末
を
統
べ
、
物
を
極
に
示
す
者
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

と
い
う
解
釈
は
、
『
周
易
』
の
「
太
極
」
を
意
識
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
『
論
語
』
泰
伯
篇
の
「
則
天
」
や
、
『
毛
詩
』
大
雅
．

抑
の

「
諄
諄
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
と
こ
ろ
で
、
『
論
語
釈
疑
』
は
し
ば
し
ば
聖
人
に
つ
い
て
述
べ
る
が
、
そ
の
中
に
も
『
老
子
』
に
基
づ
く
論
述
が
あ
る
。
『
周
易
』

繋

辞
上
伝
の
「
情
偽
」
や
、
『
論
語
』
学
而
篇
の
「
帰
厚
」
、
憲
問
篇
の
「
先
覚
」
と
い
う
言
葉
を
織
り
混
ぜ
な
が
ら
、
『
老
子
』
三

章
な
ど
に
依
拠
し
て
、
聖
人
の
政
治
は
「
明
」
や
「
賢
」
を
尊
ば
な
い
と
す
る
⑮
、
『
老
子
』
三
十
二
章
な
ど
に
依
拠
し
て
、
聖
人

で

あ
る
尭
の
天
に
則
っ
た
政
治
が
「
無
名
」
の
政
治
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
、
最
後
に
『
周
易
』
繋
辞
上
伝
の
「
百
姓
日
用
而
不
知
」

を
援
用
す
る
⑰
、
そ
し
て
、
『
周
易
』
繋
辞
伝
を
踏
ま
え
た
「
機
（
幾
に
同
じ
）
発
し
て
後
に
応
ず
」
「
遠
き
に
通
じ
微
を
慮
り
、
変

に

応

じ
て
神
化
す
」
な
ど
の
表
現
を
織
り
混
ぜ
な
が
ら
、
君
子
と
聖
人
と
を
対
比
し
、
君
子
は
『
論
語
』
泰
伯
篇
「
危
邦
不
入
、
乱

邦
不

居
」
に
拠
り
、
地
を
択
ん
で
慎
重
に
身
を
処
す
と
し
、
一
方
、
聖
人
は
『
老
子
』
二
十
七
章
に
基
づ
き
、
「
身
」
や
「
形
」
に
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シ

と
ら
わ
れ
な
い
と
す
る
⑬
な
ど
は
、
『
老
子
』
と
と
も
に
『
周
易
』
や
『
論
語
』
を
踏
ま
え
た
聖
人
解
釈
で
あ
る
。
ま
た
、
調
和
の

と
れ
た
も
の
は
「
無
名
」
の
理
が
完
全
で
あ
る
と
し
、
孔
子
を
そ
の
よ
う
な
調
和
の
と
れ
た
理
想
的
人
間
、
つ
ま
り
聖
人
と
す
る
⑫

と
⑱
は
、
専
ら
『
老
子
』
に
基
づ
く
。
さ
ら
に
、
以
上
の
聖
人
観
と
関
わ
る
、
聖
人
は
君
子
と
異
な
る
と
す
る
⑪
や
、
聖
入
孔
子
の

用
い

ら
れ
れ
ば
地
を
択
ば
ず
政
治
を
行
な
お
う
と
い
う
姿
勢
を
述
べ
る
⑲
⑫
な
ど
も
、
注
釈
そ
の
も
の
に
老
荘
的
な
表
現
は
見
ら
れ

な
い

が
、
広
い
意
味
で
、
老
荘
思
想
に
基
づ
く
解
釈
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
「
自
然
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
「
孝
」
と
「
仁
」
と
を
定
義
す
る
①
は
、
老
荘
思
想
と
儒
家
思
想
と
の
折
衷
と
言

え
な
く
も
な
い
。
政
治
家
は
、
民
衆
の
感
情
の
発
露
で
あ
る
「
詩
」
を
集
め
て
そ
の
風
俗
を
知
り
（
『
礼
記
』
王
制
に
依
拠
）
、
そ
の

風
俗

に
従
っ
て
「
礼
」
を
制
定
し
、
「
楽
」
に
よ
り
民
心
を
感
化
せ
よ
、
と
説
く
⑬
も
、
全
体
と
し
て
は
儒
家
の
思
想
で
あ
る
が
、

同
時
に
「
自
然
」
と
い
う
言
葉
を
も
用
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
「
老
彰
」
を
老
聴
・
彰
祖
と
解
釈
し
、
『
史
記
』
老
子
伝
を
引
用
す

　
（
8
）

る
⑧
な
ど
と
と
も
に
、
老
荘
思
想
の
影
響
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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『
論
語
釈
疑
』
に
見
ら
れ
る
老
荘
思
想
に
基
づ
く
解
釈
は
以
上
で
あ
り
、
全
部
で
十
五
章
の
王
弼
注
に
老
荘
的
な
解
釈
が
見
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
章
に
お
い
て
は
、
基
本
的
に
は
『
論
語
』
の
言
葉
を
『
老
子
』
の
思
想
に
よ
り
解
釈
す
る
が
、

た
だ

『
老

子
』
の
思
想
を
用
い
る
の
み
で
は
な
く
、
時
に
は
『
周
易
』
や
『
論
語
』
の
他
の
章
の
言
葉
な
ど
を
織
り
混
ぜ
て
い
る
。

ま
た
、
逆
に
、
儒
家
的
な
解
釈
の
な
か
に
、
老
荘
的
な
「
自
然
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
例
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
す

る
と
、
『
論
語
釈
疑
』
は
ま
さ
に
『
老
子
』
の
思
想
と
『
論
語
』
の
思
想
（
儒
家
思
想
）
と
を
混
渚
す
る
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き

る
。
老
荘
思
想
に
よ
り
『
論
語
』
を
解
釈
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
従
来
の
ほ
ぼ
一
致
し
た
評
価
は
、
妥
当
な
も
の
の
よ
う
に
思
わ



れ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
老
荘
的
な
解
釈
が
見
ら
れ
る
以
上
の
十
五
章
に
限
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
侠
文
と
し
て
残
る
三
十
七
章
の
う
ち
、

何

ら
か
の
形
で
老
荘
的
な
解
釈
が
見
ら
れ
る
の
は
以
上
の
十
五
章
の
み
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
の
二
十
二
章
に
は
老
荘
的
な
解
釈
は
見

ら
れ
な
い
。

　
三

十
七
章
残
る
侠
文
の
う
ち
の
十
五
章
と
い
う
数
字
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。
一
つ
に
は
、
『
論
語
』
は
そ
も
そ
も
雑
多
な
内

容
か

ら
な
り
、
老
荘
的
に
解
釈
し
う
る
章
は
限
定
さ
れ
る
か
ら
、
三
十
七
章
の
う
ち
の
十
五
章
と
い
う
数
字
は
極
め
て
突
出
す
る
も

の

で

あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
『
論
語
釈
疑
』
は
『
論
語
』
の
老
荘
的
な
注
釈
書
で
あ
る
、
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

王
弼
は

『
論
語
』
の
全
て
の
章
に
注
を
つ
け
た
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
王
弼
自
身
に
よ
り
、
注
を
つ
け
る
か
つ
け
な

い

か

の

選
択
が
な
さ
れ
て
い
る
。
も
し
、
王
弼
が
『
論
語
』
の
老
荘
的
な
注
釈
書
を
作
ろ
う
と
い
う
明
確
な
意
図
を
持
っ
て
い
た
な

ら
、
老
荘
的
な
解
釈
が
可
能
な
章
の
み
を
選
び
出
す
こ
と
も
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。
三
十
七
分
の
十
五
と
い
う
数
字
は
、
王
弼
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
1
0
）

身
が
決
し
て
老
荘
思
想
に
よ
る
『
論
語
』
解
釈
と
い
う
こ
と
の
み
に
と
ら
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
数
字
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
老
荘
思
想

に
基
づ
き
『
論
語
』
を
解
釈
す
る
十
五
章
の
み
を
取
り
上
げ
、
老
荘
的
な
解
釈
が
見
ら
れ
な
い
残
る
二
十
二
章
を
無
視

し
て
い
て
は
、
王
弼
『
論
語
釈
疑
』
全
体
を
正
し
く
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
節
を
改
め
、
残
る
二
十
二
章
の
内
容

を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
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老
荘
思
想
に
基
づ
く
十
五
章
の
解
釈
の
中
に
も
儒
家
的
な
解
釈
は
見
ら
れ
た
が
、
残
る
二
十
二
章
の
中
に
は
、
専
ら
儒
家
的
な
解

釈

を
す
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、
⑮
の
王
弼
注
は
、
儒
家
の
立
場
か
ら
「
礼
」
と
「
楽
」
の
意
義
を
説
く
。
ま
た
、
⑳
（
葬
礼
）

⑳
（
舞
零
の
壇
）
な
ど
で
も
、
「
礼
」
は
決
し
て
否
定
的
に
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
「
礼
」
を
重
視
す
る
儒
家

の

立

場
に
立
つ
注
釈
で
あ
り
、
『
老
子
』
の
「
夫
れ
礼
な
る
者
は
、
忠
信
の
薄
に
し
て
乱
の
首
な
り
」
（
三
十
八
章
）
と
い
う
考
え
方

と
は
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
『
論
語
釈
疑
』
は
、
⑳
⑪
に
お
い
て
「
仁
」
に
言
及
す
る
が
、
い
ず
れ
も
「
仁
」
を
重
視

す

る
方
向
で
あ
り
、
『
老
子
』
の
「
大
道
廃
れ
て
、
仁
義
有
り
」
（
十
八
章
）
な
ど
に
基
づ
く
解
釈
は
見
ら
れ
な
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
『
老
子
』
に
相
矛
盾
す
る
解
釈
も
あ
る
。
例
え
ば
、
②
「
六
十
而
耳
順
」
を
、
王
弼
は
六
十
歳
に
し
て
耳
で
聞
く
前

に
心
で
理
解
す
る
能
力
を
得
た
と
解
釈
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
老
子
』
三
十
八
章
は
「
前
識
」
を
「
愚
の
始
め
」
と
し
、
そ
の
王
弼

注

も
「
下
徳
の
倫
」
と
す
る
。
ま
た
、
王
弼
は
⑳
と
⑳
に
お
い
て
、
内
な
る
情
が
外
に
現
わ
れ
た
の
が
言
で
あ
り
、
情
が
浅
け
れ
ば

そ

の

言

葉
は
う
つ
ろ
で
あ
り
、
情
が
深
く
み
た
さ
れ
て
い
れ
ば
そ
の
言
葉
は
恥
じ
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
す
る
。
し
か
し
、
『
老
子
』

二

十
三
章
に
は
「
希
言
は
自
然
」
と
あ
り
、
王
弼
注
に
「
こ
れ
を
聴
け
ど
も
聞
こ
え
ず
、
名
づ
け
て
希
と
日
ふ
。
下
章
（
三
十
五

章
）
に
言
ふ
、
道
の
言
を
出
だ
す
、
淡
と
し
て
其
れ
味
無
き
な
り
、
こ
れ
を
視
れ
ど
も
見
る
に
足
ら
ず
、
こ
れ
を
聴
け
ど
も
聞
く
に

足

ら
ず
と
。
然
ら
ば
則
ち
、
味
無
く
聴
く
に
足
ら
ざ
る
の
言
は
、
乃
ち
是
れ
自
然
の
至
言
な
り
」
と
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
⑳
「
回
也
其
庶
乎
屡
空
」
の
王
弼
注
は
、
『
論
語
集
解
』
の
解
釈
と
比
較
す
る
と
、
大
変
示
唆
に
富
む
。
『
集
解
』
は

二
つ
の

解
釈

を
掲
げ
る
。
一
つ
は
「
空
」
を
「
空
置
（
窮
乏
）
」
の
意
と
し
、
今
一
つ
は
「
空
」
を
「
虚
中
（
虚
心
）
」
の
事
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
1
）

前
者
は
漢
儒
従
来
の
経
説
に
よ
る
解
釈
で
あ
り
、
後
者
は
何
曇
に
よ
る
老
荘
的
な
新
し
い
解
釈
と
さ
れ
る
。
王
弼
は
と
い
う
と
、

　
　
庶
幾
に
し
て
聖
を
慕
ひ
、
財
業
を
忽
忘
し
、
数
し
ば
空
置
な
り
。
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と
、
「
空
置
」
と
解
釈
す
る
。
何
曇
の
老
荘
的
な
解
釈
で
は
な
く
、
漢
儒
従
来
の
解
釈
に
従
っ
て
い
る
。
王
弼
は
、
何
曇
の
老
荘
的

な
解
釈
を
捨
て
、
従
来
の
経
説
に
よ
る
解
釈
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
要
す

る
に
、
『
論
語
釈
疑
』
に
は
、
老
荘
思
想
に
基
づ
く
『
論
語
』
解
釈
も
あ
る
が
、
一
方
、
「
礼
」
や
「
仁
」
な
ど
を
儒
家
の
立

場
か

ら
説
く
注
や
、
『
老
子
』
と
は
相
矛
盾
す
る
解
釈
が
い
く
つ
か
あ
る
。
ま
た
、
『
集
解
』
の
老
荘
的
な
解
釈
と
は
異
な
る
解
釈
を

す

る
例
も
あ
る
。
や
は
り
、
老
荘
思
想
に
基
づ
い
て
『
論
語
』
を
解
釈
す
る
こ
と
の
み
を
王
弼
が
目
的
と
し
て
い
た
、
と
は
考
え
ら

れ
な
い
。

　
残
る
二
十
二
章
の
中
で
、
『
周
易
』
と
最
も
密
接
な
注
釈
は
⑩
で
あ
る
。

　
　
易
は
幾
・
神
を
以
て
教
へ
と
為
す
。
顔
淵
は
庶
幾
に
し
て
、
過
ち
有
ら
ば
而
ち
改
む
。
然
ら
ば
則
ち
、
神
を
窮
め
幾
を
研
げ
ば
、

　
　
以
て
過

ち
な
か
る
べ
し
。
易
の
道
は
深
妙
に
し
て
、
過
ち
を
戒
め
訓
へ
を
明
ら
か
に
し
、
微
言
精
粋
、
熟
習
し
て
然
る
後
に
義

　
　
を
存
す
る
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
。

こ
の
注
は
、
『
周
易
』
が
奥
深
い
も
の
で
あ
り
、
習
熟
し
て
後
に
こ
そ
大
い
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
「
幾
」
「
神
」

を
始
め
、
「
顔
淵
庶
幾
」
（
繋
辞
下
伝
）
「
有
過
而
改
」
（
益
卦
象
伝
）
「
存
義
」
（
乾
卦
文
言
伝
）
な
ど
、
『
周
易
』
の
言
葉
を
ち
り
ば

め

な
が
ら
説
く
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
『
周
易
』
の
言
葉
を
用
い
た
注
と
し
て
は
、
⑦
の
「
否
泰
命
有
り
」
、
⑳
の
「
神
に
し
て
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
は
、

其
の
人
に

存
す
」
（
繋
辞
上
伝
）
、
⑭
の
「
窮
理
」
（
説
卦
伝
）
な
ど
が
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
『
論
語
釈
疑
』
に
は
、
王
弼
の
易
学

が
反
映

し
て
い
る
注
釈
も
見
ら
れ
る
。
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『
論
語
』
に
基
づ
い
た
解
釈
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　
最

も
典
型
的
な
の
は
⑳
で
あ
る
。
「
愚
と
は
、
仁
を
好
む
こ
と
過
ぐ
る
な
り
」
は
、
陽
貨
篇
「
好
仁
不
好
学
、
其
蔽
也
愚
」
に
、

「
魯
と
は
、
質
　
文
に
勝
る
な
り
」
は
、
雍
也
篇
「
質
勝
文
則
野
」
に
由
来
す
る
。
「
師
（
子
張
）
也
僻
」
を
「
僻
と
は
、
飾
る
こ
と

過

差
す
る
な
り
」
と
解
す
る
の
は
、
先
進
篇
「
師
也
過
」
・
子
張
篇
「
堂
堂
乎
張
也
」
（
『
集
解
』
引
く
鄭
玄
注
に
「
子
張
容
儀
盛
」

と
あ
る
）
な
ど
を
根
拠
と
す
る
。
賜
を
「
顔
の
庶
幾
に
逮
ば
ず
」
と
す
る
の
は
、
公
冶
長
篇
「
賜
也
何
敢
望
回
…
」
を
踏
ま
え
る
。

そ

し
て
何
よ
り
も
、
先
に
指
摘
し
た
、
何
曇
の
老
荘
的
な
解
釈
で
は
な
く
、
漢
儒
従
来
の
経
説
に
戻
っ
て
い
る
「
回
也
其
庶
乎
屡

空
」
の
「
空
」
を
「
空
置
（
窮
乏
）
」
と
す
る
王
弼
の
解
釈
こ
そ
、
『
論
語
』
に
基
づ
く
。
王
弼
は
、
雍
也
篇
に
「
賢
哉
回
也
、
一
箪

食
、
一
瓢
飲
、
在
晒
巷
、
人
不
堪
其
憂
、
回
也
不
改
其
楽
」
と
あ
る
こ
と
、
及
び
⑭
の
続
く
本
文
に
「
賜
不
受
命
、
而
貨
殖
焉
」
と

あ
る
こ
と
を
重
視
し
、
あ
え
て
老
荘
的
な
解
釈
を
せ
ず
、
「
空
」
を
「
空
置
」
と
解
釈
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
老
荘
的
な
解
釈
が
可
能

で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
え
て
『
論
語
』
の
文
章
と
の
整
合
性
を
求
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
⑳
の
王
弼
注
は
、
微
子
篇
の
「
逸
民
」
七
人
「
伯
夷
・
叔
斉
・
虞
仲
・
夷
逸
・
朱
張
・
柳
下
恵
・
少
連
」
の
名
を
挙

げ
る
。
②
の
「
天
命
の
廃
興
に
は
期
有
り
、
道
の
終
に
行
な
は
れ
ざ
る
を
知
る
な
り
」
は
、
憲
問
篇
「
道
之
将
行
也
与
命
也
、
道
之

将
廃
也

与
命

也
」
を
踏
ま
え
、
⑩
の
「
顔
淵
は
庶
幾
に
し
て
、
過
ち
有
ら
ば
而
ち
改
む
」
は
、
『
周
易
』
と
と
も
に
、
先
進
篇
「
回

也
其
庶

乎
」
・
雍
也
篇
「
有
顔
回
者
…
不
武
過
」
に
拠
る
。
⑮
の
「
鍾
鼓
を
盛
ん
に
し
て
雅
頒
に
合
は
ず
」
は
、
子
空
篇
「
吾
自
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
1
2
）

反

魯
、
然
後
楽
正
、
雅
頒
各
得
其
所
」
に
基
づ
く
。

　

『
論

語
』
を
解
釈
す
る
の
に
、
『
論
語
』
の
他
章
の
言
葉
に
拠
る
の
は
、
極
め
て
当
た
り
前
の
解
釈
法
で
あ
る
。
老
荘
思
想
に
よ
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り
『
論
語
』
を
解
釈
し
た
と
さ
れ
る
王
弼
も
、
こ
の
当
た
り
前
の
解
釈
法
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
時
に
は
老
荘
的
な

解
釈

を
し
な
い
で
『
論
語
』
と
の
整
合
性
を
求
め
、
時
に
は
老
荘
的
な
解
釈
と
『
論
語
』
に
基
づ
く
解
釈
と
を
混
渚
す
る
。
『
論

語
』
を
解
釈
す
る
の
に
都
合
が
よ
け
れ
ば
、
い
か
よ
う
に
も
『
論
語
』
の
言
葉
を
用
い
る
の
で
あ
る
。

　
王
弼
が

『
論
語
』
を
解
釈
す
る
の
に
用
い
る
文
献
は
、
ほ
か
に
も
あ
る
。

残
る
二
十
二
章
の
中
で
、
明
ら
か
に
『
史
記
』
を
引
用
す
る
の
は
、
孔
子
世
家
を
引
用
す
る
⑦
で
あ
る
。
ま
た
、
⑦
ほ
ど
明
瞭
で

は

な
い
も
の
の
、
⑳
の
王
弼
注
も
孔
子
世
家
の
記
事
を
根
拠
と
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
詳
し
く
は
後
に
述
べ
る
）
。

　
管

仲
の
功
績
を
具
体
的
に
列
挙
す
る
⑳
は
、
『
春
秋
』
経
文
を
始
め
『
左
伝
』
『
史
記
』
に
拠
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
、
王
弼
の
よ

う
に
那
と
衛
・
楚
と
山
戎
を
並
列
す
る
の
は
、
『
左
伝
』
（
関
公
二
年
・
僖
公
九
年
）
に
同
じ
で
あ
る
。

　

「
逸

民
」
の
一
人
「
朱
張
」
に
つ
い
て
述
べ
る
⑰
は
、
『
筍
子
』
に
依
拠
し
て
い
る
（
こ
れ
に
つ
い
て
も
後
に
詳
述
す
る
）
。
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三

　
以
上

を
踏
ま
え
て
、
王
弼
『
論
語
釈
疑
』
の
特
徴
を
考
え
て
み
た
い
。

　
ま
ず
、
『
論
語
釈
疑
』
は
老
荘
思
想
に
よ
り
『
論
語
』
を
解
釈
し
た
も
の
と
い
う
の
が
従
来
の
一
般
的
な
評
価
で
は
あ
る
が
、
そ

れ

は
、
老
荘
的
な
解
釈
が
見
ら
れ
る
十
五
章
に
限
っ
て
の
評
価
で
あ
り
、
侠
文
全
体
を
見
る
か
ぎ
り
、
老
荘
思
想
に
よ
る
『
論
語
』

解
釈

と
い
う
こ
と
の
み
を
、
王
弼
が
目
的
と
し
て
い
た
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
『
論
語
釈
疑
』
に
老
荘
思
想
に
よ
る
解
釈
が
無



い

と
言
う
の
で
は
な
い
。
老
荘
思
想
に
基
づ
く
解
釈
は
確
か
に
存
在
す
る
し
、
そ
れ
が
王
弼
『
論
語
釈
疑
』
の
際
立
っ
た
特
徴
の
一

つ

で

あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
。
し
か
し
、
老
荘
思
想
に
よ
る
解
釈
が
全
て
で
は
な
い
。
『
論
語
釈
疑
』
に
は
、
伝
統
的
な
儒
家
の

立
場
に

立

つ
解
釈
も
あ
り
、
老
荘
的
な
解
釈
と
は
相
矛
盾
す
る
解
釈
も
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
『
周
易
』
や
『
論
語
』
に
基
づ
い
た
注

釈

も
あ
り
、
史
書
や
『
筍
子
』
に
拠
る
解
釈
な
ど
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
多
く
が
老
荘
思
想
と
は
何
ら
関
係
し
な
い
。
つ
ま
り
、

『
論
語
釈
疑
』
の
解
釈
は
、
時
に
は
老
荘
的
で
あ
り
、
時
に
は
儒
家
的
で
あ
り
、
時
に
は
易
学
の
反
映
で
あ
り
、
時
に
は
『
論
語
』

に
忠
実
で
あ
り
、
時
に
は
以
上
の
い
ず
れ
で
も
な
い
。
全
て
の
章
に
注
釈
を
加
え
た
の
で
な
い
の
な
ら
ば
、
何
ら
か
の
統
一
性
の
あ

る
注
釈
書
、
例
え
ば
、
『
論
語
』
の
中
の
道
家
的
な
言
葉
（
例
え
ば
「
道
」
「
無
」
）
の
み
を
選
び
出
し
、
そ
れ
を
老
荘
的
に
解
釈
す

る
、
と
い
っ
た
注
釈
書
に
す
る
こ
と
も
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
『
論
語
釈
疑
』
は
そ
の
よ
う
な
注
釈
書
で
は
な
い
。
『
論
語

釈

疑
』
に
は
、
儒
家
と
か
道
家
と
か
い
う
特
定
の
立
場
の
み
に
立
ち
、
一
貫
性
の
あ
る
注
釈
書
に
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
感
じ
ら
れ

な
い
。
『
論
語
釈
疑
』
に
見
ら
れ
る
王
弼
の
解
釈
は
、
特
定
の
思
想
や
学
派
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
が
少
し
も
見
ら
れ
な
い
。

　
勿
論
、
特
定
の
思
想
や
学
派
に
こ
だ
わ
ら
な
い
と
は
言
っ
て
も
、
そ
こ
に
は
自
ず
か
ら
王
弼
の
学
問
が
反
映
す
る
。
老
荘
的
な
解

釈
や

『
周
易
』
に
よ
る
解
釈
が
見
ら
れ
る
の
は
、
王
弼
の
学
問
が
『
老
子
』
『
周
易
』
を
中
心
と
し
て
い
た
こ
と
の
反
映
で
あ
る
。

儒
家
的
な
解
釈
や
『
論
語
』
に
基
づ
く
解
釈
が
見
ら
れ
る
の
は
、
王
弼
が
儒
家
的
な
素
養
を
充
分
に
備
え
て
い
た
こ
と
の
現
わ
れ
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
論
語
釈
疑
』
は
、
王
弼
の
学
問
全
体
の
反
映
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
王
弼
が
自
ら
の
学
問
を
、
学
派

な

ど
に
固
執
す
る
こ
と
な
く
、
『
論
語
』
解
釈
に
用
い
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
た

だ
し
、
こ
こ
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
『
論
語
釈
疑
』
は
、
王
弼
の
学
問
の
反
映
で
は
あ
る
が
、
王
弼
が
自
己
の
学
問
を
体
系

化
・
総
合
化
し
よ
う
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
で
あ
る
。
『
老
子
』
に
基
づ
き
つ
つ
『
論
語
』
の
言
葉
を
用
い
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る
注
や
、
『
老
子
』
と
『
周
易
』
と
に
拠
る
注
な
ど
も
あ
る
。
し
か
し
、
全
体
と
し
て
、
体
系
化
・
総
合
化
を
目
指
し
た
と
い
う
よ

り
は
、
む
し
ろ
老
荘
思
想
で
も
、
儒
家
思
想
で
も
、
『
周
易
』
『
論
語
』
で
も
、
史
書
や
『
苞
子
』
で
も
、
『
論
語
』
を
解
釈
す
る
の

に

有
効
で
あ
る
な
ら
、
何
で
も
利
用
し
よ
う
と
い
っ
た
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
る
。
『
論
語
釈
疑
』
は
、
「
『
老
子
』
の
思
想
体
系
の
中
に

『
論
語
』
を
組
み
入
れ
」
る
と
か
、
「
無
の
世
界
と
有
の
世
界
と
に
完
壁
に
通
暁
し
た
聖
人
孔
子
」
を
掲
げ
る
と
い
っ
た
、
明
確
な
目

的
の
も
と
に
、
一
貫
し
た
姿
勢
で
書
か
れ
た
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。

　
そ

し
て
こ
の
印
象
は
、
『
論
語
釈
疑
』
に
、
時
に
は
解
釈
の
妥
当
性
よ
り
も
、
機
転
機
知
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
注
が

あ
る
こ
と
に
よ
り
、
　
一
層
深
め
ら
れ
る
。

　
例
え

ば
、
⑳
の
王
弼
注
は
、
廠
の
火
事
の
際
に
、
孔
子
が
馬
を
問
わ
な
か
っ
た
理
由
を
説
明
し
て
、

　
　
孔
子

　
時
に
魯
の
司
窟
為
り
、
公
の
朝
よ
り
退
き
て
火
の
所
へ
之
く
。
馬
を
問
は
ざ
る
者
は
、
時
の
馬
を
重
ん
ず
る
を
矯
む
れ

　
　
ば
な
り
。

と
言
う
。
こ
れ
は
、
『
史
記
』
孔
子
世
家
の
次
の
記
事
を
根
拠
と
す
る
。

　
　
定
公
十
四
年
、
孔
子
年
五
十
六
、
大
司
冠
に
由
り
相
事
を
行
摂
し
、
喜
色
有
り
。
…
国
政
に
与
か
り
聞
く
こ
と
三
月
。
…
斉
人

　
　
聞
き
て
擢
る
。
…
是
に
於
い
て
斉
の
国
中
の
女
子
の
好
き
者
八
十
人
を
選
び
、
皆
な
文
衣
を
衣
て
康
楽
を
舞
は
し
め
、
文
馬
三

　
　
十
駆
、
魯
君
に
遺
る
。
女
楽
・
文
馬
を
魯
城
の
南
の
高
門
の
外
に
陳
ぬ
。
季
桓
子
　
微
服
し
て
往
き
観
る
こ
と
再
三
、
将
に
受

　
　
け
ん
と
す
。
乃
ち
魯
君
に
語
り
て
周
道
の
游
を
為
し
、
往
き
観
る
こ
と
終
日
、
政
事
を
怠
る
。
…
孔
子
遂
に
衛
に
適
く
。

王

弼
の
言

う
「
時
の
馬
を
重
ん
ず
る
」
風
潮
と
は
、
こ
の
「
文
馬
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
以
外
に
は
馬
を
重
ん
じ
る
適
当
な
記

事
は

な
い
。
そ
れ
に
、
こ
の
事
件
は
、
ま
さ
に
孔
子
が
司
冠
で
あ
っ
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
王
弼
が
、
通
説
と
は
異
な
り
、
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「
廠
」
を
孔
子
の
家
の
廠
で
は
な
く
、
公
（
定
公
）
の
廠
と
す
る
（
釈
文
）
の
も
、
こ
の
事
件
と
関
係
さ
せ
れ
ば
、
充
分
に
納
得
で

き
る
。
王
弼
の
こ
の
注
は
、
『
史
記
』
を
基
と
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
解
釈
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
文
馬
」
に
よ
る
王
弼
の
解

釈

は
、
必
ず
し
も
妥
当
な
も
の
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
『
論
語
』
微
子
篇
に
は
「
斉
人
　
女
楽
を
帰

る
。
季
桓
子
こ
れ
を
受
け
、
三
日
朝
せ
ず
。
孔
子
行
る
」
と
あ
り
、
政
事
を
怠
け
た
主
な
原
因
は
「
女
楽
」
で
あ
り
、
「
文
馬
」
で

は

な
い

と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
た
、
『
萄
子
』
に
依
拠
し
て
、
「
逸
民
」
の
一
人
「
朱
張
」
に
つ
い
て
、

　
　
朱
張
、
字
は
子
弓
、
筍
卿
以
て
孔
子
に
比
す
。

と
す
る
⑰
の
王
弼
注
は
、
こ
の
章
の
本
文
に
、
孔
子
が
朱
張
以
外
の
逸
民
に
つ
い
て
「
我
は
則
ち
是
れ
に
異
な
る
」
と
言
う
こ
と
、

つ

ま
り
、
孔
子
は
朱
張
と
は
行
な
い
を
同
じ
く
す
る
と
解
釈
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
、
『
筍
子
』
が
「
仲
尼
（
孔
子
）
」
と
「
子
弓
」

　
　
　
　
　
　
〔
1
3
一

を
同
列
に
扱
う
こ
と
、
こ
の
二
点
に
よ
り
、
「
朱
張
」
即
ち
「
子
弓
」
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
解
釈
も
、
劉
宝
楠
『
論

語
正

義
』
が
「
別
に
一
拠
無
け
れ
ば
、
則
ち
王
説
未
だ
信
ず
べ
か
ら
ざ
る
な
り
」
と
言
う
よ
う
に
、
必
ず
し
も
確
か
な
説
と
は
言
い

が
た
い
。

　

こ
の
⑳
や
⑰
の
注
が
、
必
ず
し
も
妥
当
な
解
釈
で
な
い
こ
と
は
、
恐
ら
く
王
弼
自
身
も
充
分
に
承
知
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
承
知
の
上
で
、
『
史
記
』
や
『
萄
子
』
を
根
拠
に
、
先
人
の
思
い
及
ば
な
か
っ
た
解
釈
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
、
学
問
の
反
映
と
い
う
よ
り
は
、
寧
ろ
一
種
の
機
転
機
知
に
よ
る
解
釈
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
要
す

る
に
、
『
論
語
釈
疑
』
は
、
王
弼
が
自
ら
の
学
問
を
、
学
派
に
固
執
す
る
こ
と
な
く
総
動
員
し
て
、
ま
た
時
に
は
、
解
釈
の

妥
当
性
よ
り
も
機
転
機
知
を
優
先
し
て
、
『
論
語
』
を
解
釈
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
王
弼
は
こ
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の

よ
う
に
『
論
語
』
を
解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
4
　

　
一
つ
に
は
、
『
論
語
集
解
』
が
既
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
と
関
係
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
『
論
語
集
解
』
は
、
当
時
の
一
流
の
学
者

で

あ
る
何
曇
ら
に
よ
り
、
従
来
の
『
論
語
』
解
釈
が
集
大
成
さ
れ
、
さ
ら
に
、
何
曇
ら
の
老
荘
的
な
解
釈
が
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
『
論
語
集
解
』
が
既
に
成
立
し
て
い
る
以
上
、
あ
り
き
た
り
の
解
釈
で
は
、
衆
目
を
引
き
付
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
逆
に
、
『
論
語
集
解
』
に
見
ら
れ
な
い
創
見
を
示
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
王
弼
の
学
者
と
し
て
の
名
声
は
高
ま
る
で
あ
ろ
う
。

勿
論
、
こ
の
場
合
に
も
、
老
荘
思
想
に
よ
る
注
釈
書
を
指
向
す
る
こ
と
も
可
能
で
は
あ
る
が
、
よ
り
多
く
の
創
見
を
示
す
た
め
に
は
、

老
荘
思
想

に
固
執
す
る
の
は
明
ら
か
に
不
利
で
あ
る
。
利
用
で
き
る
も
の
は
何
で
も
利
用
し
て
、
時
に
は
機
転
機
知
を
も
用
い
て
、

で

き
る
だ
け
多
く
の
創
見
を
示
そ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
よ
り
根
本
的
に
は
、
王
弼
の
学
問
の
あ
り
よ
う
と
深
く
関
わ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
第
一
に
、
王
弼
が
、
自
ら
の
学
問
を
、
儒
家
と
か
、
老
荘
と
か
い
っ
た
学
派
に
固
執
す
る
こ
と
な
く
総
動
員
し
て
『
論
語
』

を
解
釈
し
て
い
る
こ
と
は
、
王
弼
に
は
、
我
々
が
考
え
る
よ
う
な
、
儒
学
と
老
荘
思
想
と
の
戴
然
と
し
た
区
分
が
意
識
さ
れ
て
い
な

い

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
我
々
は
多
く
の
場
合
、
こ
れ
は
儒
学
に
基
づ
く
考
え
方
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
こ

れ

は
老
荘
思
想
を
拠
り
所
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
か
、
儒
学
と
老
荘
思
想
と
を
相
容
れ
な
い
も
の
と
し
、
儒
学
と
老
荘
思
想
と
を
対

立
す
る
二
つ
の
思
想
と
し
て
、
考
え
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
王
弼
自
身
に
は
、
我
々
の
考
え
る
よ
う
な
、
儒
学
と
老
荘
思
想
と
を

載
然

と
区
分
す
る
意
識
が
な
く
、
だ
か
ら
こ
そ
、
『
論
語
』
を
解
釈
す
る
の
に
、
儒
家
と
か
、
老
荘
と
か
い
っ
た
学
派
に
固
執
し
て

い

な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
王
弼
『
論
語
釈
疑
』
に
、
解
釈
の
妥
当
性
よ
り
も
機
転
機
知
を
優
先
す
る
解
釈
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
当
時
の
所
謂
「
清
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談
」
（
魏
の
正
始
年
間
を
中
心
と
し
た
何
曇
・
王
弼
や
竹
林
七
賢
ら
に
よ
る
清
談
）
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

勿
論
、
王
弼
の
『
論
語
』
解
釈
の
す
べ
て
が
機
転
機
知
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
そ
の
聖
人
観
な
ど
は
か
な
り
熟
考
さ
れ
、

整
理

さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
時
に
は
、
咄
嵯
の
ひ
ら
め
き
に
よ
る
解
釈
も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
も
、
学
問
の
根

幹
を
な
す
よ
う
な
熟
考
さ
れ
た
解
釈
と
、
等
し
い
価
値
を
持
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
な

お
、
王
弼
の
学
問
が
こ
の
よ
う
な
特
質
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
王
弼
の
『
周
易
注
』
や
『
老
子
注
』

に

も
、
反
映
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
特
質
は
、
何
曇
の
『
論
語
集
解
』
を
始
め
と
す
る
当
時
の
『
論
語
』
解

釈
学
に

も
、
共
通
す
る
特
質
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
検
証
す
る
こ
と
が
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

注（↓
　
　
『
老
子
指
略
』
は
、
棲
宇
烈
『
王
弼
集
校
釈
』
（
中
華
書
局
、
　
一
九
八
〇
）
に
輯
秩
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）
　
『
玉
函
山
房
輯
侠
書
』
と
『
王
弼
集
校
釈
』
は
、
陽
貨
篇
「
子
日
、
性
相
近
也
、
習
相
遠
也
」
章
に
お
い
て
、
王
弼
『
論
語
釈
疑
』
の
秩

　
　
文

と
し
て
、
「
不
性
其
情
、
焉
能
久
行
其
正
」
以
下
「
難
異
而
未
相
遠
、
故
日
近
也
」
ま
で
を
皇
疏
よ
り
輯
侠
す
る
が
、
皇
疏
は
『
周
易
』

　
　
乾
卦
文
言
伝
の
王
弼
注
（
原
文
は
「
不
性
其
情
、
何
能
久
行
其
正
」
）
を
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
『
論
語
釈
疑
』
の
侠
文
と
は
認
め
ら
れ

　
　

な
い
。
ま
た
、
『
玉
函
山
房
輯
侠
書
』
は
、
顔
淵
篇
「
子
日
、
聴
訟
吾
猶
人
也
、
必
也
使
無
訟
乎
」
章
に
お
い
て
、
『
論
語
釈
疑
』
の
侠
文
と

　
　

し
て
、
「
無
訟
在
於
謀
始
」
以
下
を
輯
侠
す
る
が
、
こ
れ
は
『
周
易
』
訟
卦
象
伝
の
王
弼
注
の
文
で
あ
る
。

（
3
）
　
こ
れ
ら
の
論
考
の
う
ち
、
大
形
氏
の
「
『
論
語
釈
疑
』
は
、
『
論
語
集
解
』
の
後
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
推
定
や
、
「
『
論

　
　
語
釈

疑
』
は
、
「
疑
問
を
解
釈
す
る
」
と
い
う
そ
の
書
名
に
も
し
め
さ
れ
る
よ
う
に
、
疑
問
の
箇
所
だ
け
に
注
釈
を
し
た
と
い
う
形
を
と
っ
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て
い

る
」
と
の
指
摘
は
、
お
お
い
に
首
肯
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
『
論
語
釈
疑
』
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

（
4
）
　
『
世
説
新
語
』
文
学
篇
、
及
び
『
三
国
志
』
巻
二
十
八
注
引
く
何
勘
「
王
弼
伝
」
。

｛
5
）
　
王
弼
は
そ
の
「
大
桁
義
」
（
繋
辞
上
伝
韓
康
伯
注
所
引
）
で
、
大
桁
の
数
五
十
の
不
用
の
一
を
「
太
極
」
と
し
、
「
常
に
有
物
の
極
に
於
い

　
　
て
、
必
ず
其
の
由
る
所
の
宗
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
」
と
言
う
。

（
6
）
　
王
弼
の
聖
人
観
に
つ
い
て
は
、
湯
用
形
『
魏
晋
玄
学
論
稿
』
（
北
京
人
民
出
版
社
、
一
九
五
七
）
七
二
ー
八
三
・
九
六
ー
一
〇
二
頁
参
照
。

（
7
）
　
注
の
冒
頭
の
「
孔
子
」
は
「
君
子
」
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
。
本
文
に
「
君
子
不
入
也
」
と
あ
り
、
こ
れ
を
解
釈
し
て
い
る
の
が
「
君
子

　
　
（
原
文
は
「
孔
子
」
）
機
発
後
応
、
…
故
不
入
乱
人
之
邦
」
で
あ
る
。
ま
た
、
「
孔
子
」
の
身
の
処
し
方
と
「
聖
人
」
の
身
の
処
し
方
を
異
な

　
　
る
と
す
る
の
は
、
王
弼
の
聖
人
観
・
孔
子
観
か
ら
し
て
も
不
合
理
で
あ
る
。
湯
氏
前
掲
書
九
六
ー
一
〇
二
頁
参
照
。

（
8
）
　
王
弼
は
老
子
伝
を
引
用
し
て
「
字
伯
陽
、
論
日
聴
」
に
作
る
。
『
史
記
』
に
は
、
「
字
聴
」
に
作
る
本
と
、
「
字
伯
陽
、
識
日
贈
」
に
作
る
本

　
　

と
が
あ
り
、
前
者
が
原
文
で
、
後
者
は
後
人
の
改
窟
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
説
に
従
え
ば
、
王
弼
が
見
た
『
史
記
』
は
す
で
に
改
窟
さ
れ

　
　
た

も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
武
内
義
雄
「
老
子
原
始
」
（
『
武
内
義
雄
全
集
』
第
五
巻
、
角
川
書
店
、
一
九
七
八
）
九
ー
⊥
○
頁
、
同
「
老

　
　
子

の
研
究
」
（
同
）
一
〇
六
頁
参
照
。

（
9
）
　
注
3
参
照
。

（
1
0
）
　
謡
口
氏
前
掲
論
考
も
「
『
論
語
釈
疑
』
の
注
釈
の
一
部
に
老
荘
的
解
釈
が
用
い
ら
れ
て
い
た
か
ら
と
言
っ
て
、
王
弼
が
『
論
語
』
を
す
べ
て

　
　
老
荘
的
に
受
容
し
た
と
い
う
例
証
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。

⌒
1
1
）
　
狩
野
直
喜
『
魏
晋
学
術
考
』
四
二
ー
四
四
頁
参
照
。

（
1
2
）
　
『
論
語
』
本
文
で
は
な
く
、
先
人
の
『
論
語
』
注
を
援
用
し
た
と
思
わ
れ
る
解
釈
も
、
③
⑳
な
ど
に
見
ら
れ
る
。

（
1
3
）
　
『
筍
子
』
非
相
篇
に
「
仲
尼
長
、
子
弓
短
」
、
非
十
二
子
篇
に
「
仲
尼
・
子
弓
、
是
也
」
「
下
則
法
仲
尼
・
子
弓
之
義
」
、
儒
敷
篇
に
「
仲

　
　
尼
・
子
弓
、
是
也
」
と
あ
る
。

（
1
4
）
　
注
3
参
照
。
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